様式例-1

景観形成支援事業修景助成金交付申請　確認票

	申請者及び申請対象
	申 請 日
	令和    年   月   日
	受 付 日
	令和   年   月   日

	
	申 請 者
	住所

氏名

	
	申請する助成の種別

（該当する助成に○）
	１ 歴史的景観形成建築物等修景助成

２ 一般建築物等修景助成
３ 景観形成重点区域修景助成
４ 景観形成重要建造物等修景助成

５ 星空景観形成助成
	・工作物等修景助成

・自動販売機修景助成



	
	建築物等の名称
	

	
	建築物等の所在地
	

	
	景観形成地区等の名称
	地区                       ゾーン                   通り
※伝建地区内の場合は伝建地区の名称を記載のこと

	
	
	区分：県条例･市町条例
区分：景観形成等地区･景観形成重点区域･住民協定地区･計画整備地区･広告景観モデル地区･景観形成重要建造物等／指定(認定)予定地区／重要伝統的建造物群保存地区

	
	景観形成計画等
	名称                                       (策定年度 平成    年)

	申請内容に対する意見等
	協議･指導※の

経過･内容

※市町-申請者
	年
	月
	日
	経過･内容

	
	景観形成基準への適合
	
	広告関係の県協議･指導の状況
	

	
	修景内容について

　（市町として　

　　　　の評価等）
	A.まちに関すること
	B.建築物,照明器具等に関すること

	
	対象経費について
	

	
	助成の経歴等

について
	

	
	その他内容について
	

	
	助成申請に関す

る特記事項等
	

	市町による景観助成
	事業名                   助成金額          円(交付決定･交付済)


当該申請について、上記の通り確認しましたので進達します。

令和   年   月   日

市町長
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様式例-2

景観形成基準適合チェックシート（例：出石町城下町地区）
	項目
	
	建築物
	基準との適合
	市町確認
○ or ×

	
	
	
	修景前
	修景後
	修景内容
	

	一般
基準
	
	・出石町の中心部は、県下でも有数の城下町として発展した地区であり、今なお城下町時代の町割りに沿つて町家形式の家々や社寺、武家屋敷等が建ち並び、これらが周囲の山並みや川と一体となつて歴史性豊かな都市景観を形づくつている。
	
	
	
	

	
	
	・この地区を、伝統的な町家景観の継承を軸として地域の風土、歴史、伝統に根ざしたより魅力的なまち並みにしていくため、当地区内で建築物等を建築、修繕、模様替する際には、まち並み全体との調和に配慮し、城下町らしい落ち着いた風情の醸成を図るものとする。
	
	
	
	

	敷地内における位置
	壁面の

位置
	・通りに面する壁面の位置は、隣接する家屋の壁面に揃える。
	
	
	
	

	
	
	・駐車スペース等を確保するためやむを得ず家屋を後退させる場合は、塀、門の設置等により、まち並みの連続感を損わないように努める。
	
	
	
	

	意匠、材料及び色彩
	屋根及び庇
	・屋根及び庇は、黒又は灰色の和瓦葺とする。やむを得ず他の材料を使用する場合もその色彩は黒又は灰色とする。
	
	
	
	

	
	
	・屋根は勾配屋根とし、その勾配は周囲の家屋と近似したものとする。
	
	
	
	

	
	
	・伝統的町家景観通りに面する家屋においては、平入りの勾配屋根とし、一階には周囲の家屋に近似した高さに庇を設ける。
	
	
	
	

	
	外壁及び建具
	・壁面及び窓、格子等の建具の意匠については、伝統的様式を基本とし、まち並みの連続感を損わないようにする。
	
	
	
	

	
	
	・通りに面する壁の色は、出石のまち並みの基調色である赤土色、鳥の子色、又は白色とし、仕上げ材は周囲のまち並みと調和した落ちついた材質感のものを使用する。
	
	
	
	

	
	
	・伝統的町家景観通りに面する家屋においては、建具の色は茶系統の落ち着いた色とする。
	
	
	
	

	
	建築設備及び屋外階段
	・ダクト、給水塔等の建築設備及び屋外階段等は通りから見えにくいように設置する。
	
	
	
	

	その他の事項
	垣又は柵
	・通りに面して設置する垣又は柵は、板塀、漆喰塀等周囲のまち並みと調和したものとする。
	
	
	
	

	
	掲出物
	・案内板、広告物等の掲出物は、周囲のまち並みと調和した意匠、形状、材料及び色彩となるように努める。
	
	
	
	

	工作物
	
	・周囲に与える突出感、違和感を軽減するような意匠とする。

・基調となる色は、けばけばしくならないよう努める。ただし、他の法令により色彩について許可等を受けて設置するものについては、適用しない。
	
	
	
	


※このシートは、見積業者や設計者に協力してもらうなどして記入してください。
様式例-3
景観形成支援事業修景助成対象経費積算表

[1　建築物等]
	項目
	金       額
	申請
助成率
	摘　要
（助成対象の内容）

	
	全　体
	助成対象経費
	
	

	直 接 工 事 費（円）
	屋根
	2,100,000
	2,100,000
	1/3
	和瓦葺き

	
	外壁
	500,000
	500,000
	1/3
	１階部分　板張り

	
	外壁
	500,000
	500,000
	1/4
	２階部分　漆喰風塗装

	
	建具
	2,000,000
	0
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	①計
	（5,100,000）
	（3,100,000）
	
	※⑦助成対象割合＝
0.6078

	
	
	
	
	
	

	諸 経 費 費 等（円）
	②諸経費
	510,000
	
	
	※諸経費率=②/①（10％）

	
	計
	（5,610,000）
	
	
	

	
	③値引き
	▲10,000
	
	
	値引きは▲を付して記入

	
	改め計
	（5,600,000）
	
	
	

	
	④消費税
	560,000
	
	
	

	
	⑤＝②＋③＋④
	（1,060,000）
	左の金額×⑦を記入
（644,268）
	
	

	合計(＝①＋⑤)
	6,160,000
	3,744,268
	
	


※「⑦助成対象割合＝」及び「諸経費率（　　　）％」の欄は必ず記入してください
【様式第１号の諸経費に適用する助成率の判定】

	申請助成率
	1/3
	1/4
	合計

	直接工事費の
助成対象経費
	2,600,000
	500,000
	3,100,000
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※　金額が最大の助成率を様式第１号の諸経費の助成率として採用
 [2　設計費]

※全体工事費に対する助成対象工事費の割合により按分する。

	項目
	金 額
	摘要

	全 体 設 計 費（円）
	⑥設計費
	600,000
	

	
	⑦値引き
	0
	

	
	小計
	（600,000）
	

	
	⑧消費税
	60,000
	【値引き額は▲を付して記入】

	
	⑨合計
	660,000
	

	
	⑩契約予定額
	660,000
	

	⑪助成対象経費合計
	3,744,268
	

	⑫全体工事見積額合計
	6,160,000
	

	⑬按分率
	按分率＝助成対象経費合計⑪/全体工事見積額合計⑫
0,6078
	

	⑭助成対象設計費
	助成対象設計費＝契約予定額⑩*按分率⑬
401,148
	


※共同施設整備･屋外広告物整備･自動販売機の修景についても、上記と同様に対象経費を別表にて整理すること
様式例-4
景観形成支援事業修景助成 完了確認票

	助成対象
	交付決定年月日
(変更交付決定年月日)
	令和   年   月   日
(令和　　年　月　　日)
	交付決定番号
(変更交付決定番号)
	令和   -    第   号
(令和　–  第　　号－　)

	
	完了年月日
	令和    年   月   日

	
	助成対象者
	住所

氏名

	
	申請する助成の種別

（該当する助成に○）
	１ 歴史的景観形成建築物等修景助成

２ 一般建築物等修景助成
３ 景観形成重点区域修景助成
４ 景観形成重要建造物等修景助成

５ 星空景観形成助成
	・工作物等修景助成

・自動販売機修景助成

	
	景観形成地区等の名称
	

	
	建築物等の名称
	

	
	建築物等の所在地
	

	確認結果
	修景内容の適否
	（ 適 ・ 否 ）

	
	助成対象経費の実績･

助成金額の確定
	経費区分
	助成対象経費実績（交付決定時）
	助成金確定額（交付決定額）

	
	
	建築物等
	円（            円）
	千円（      千円）

	
	
	設計費
	円（            円）
	千円（      千円）

	
	
	
	円（            円）
	千円（        円）

	
	
	
	
	

	
	
	合 計
	円（            円）
	千円（      千円）

	
	その他特記事項
	

	市町による景観助成
	事業名                  助成金額          円(交付決定･交付済)


当該完了報告について上記のとおり確認しましたので進達します。

令和   年   月   日

      市町長                  

様式例-5
景観形成支援事業修景助成対象経費執行実績表

[1　建築物等]

	項目
	金       額
	申請
助成率
	摘　要
（助成対象の内容）

	
	全　体
《実績／交付決定時》
	助成対象経費
《実績／交付決定時》
	
	

	直 接 工 事 費（円）
	
	／
	／
	
	

	
	
	／
	／
	
	

	
	
	／
	／
	
	

	
	
	／
	／
	
	

	
	
	／
	／
	
	

	
	
	／
	／
	
	

	
	
	／
	／
	
	

	
	
	／
	／
	
	

	
	
	／
	／
	
	

	
	
	／
	／
	
	

	
	①計
	（　　　　　　　）
	（　　　　　　　）
	
	※⑦助成対象割合＝


	
	
	
	
	
	

	諸 経 費 等（円）
	②諸経費
	
	
	
	※諸経費率②／①＝
（　　％）

	
	計
	（　　　　　　　）
	
	
	

	
	③値引き
	
	
	
	

	
	改め計
	（　　　　　　　）
	
	
	

	
	④消費税
	
	
	
	値引きは▲を付して記入

	
	⑤＝②＋③＋④
	（　　　　　　　）
	左の金額×⑦を記入
（　　　　　　　）
	
	

	合計(＝①＋⑤)
	
	
	
	


※「⑦助成対象割合＝」及び「諸経費率（　　）％」の欄は必ず記入してください
 [2　設計費]

※全体工事費に対する助成対象工事費の割合により按分する。

	項目
	金 額
	摘要

	全 体 設 計 費（円）
	⑥設計費
	
	

	
	⑦値引き
	
	

	
	小計
	
	

	
	⑧消費税
	
	【値引き額は▲を付して記入】

	
	⑨合計
	
	

	
	⑩契約予定額
	
	

	⑪助成対象経費合計
	
	

	⑫全体工事見積額合計
	
	

	⑬按分率
	按分率＝助成対象経費合計⑪/全体工事見積額合計⑫


	

	⑭助成対象設計費
	助成対象設計費＝契約予定額⑩*按分率⑬

	


※共同施設整備･屋外広告物整備･自動販売機修景についても、上記と同様に対象経費を、別表にて整理すること
様式例-6
令和　　年　　月　　日
＿＿＿＿＿市･町長 様

（依頼者）

住所

氏名

電話
電子ﾒｰﾙ

景観アドバイザー派遣依頼書

下記の事案について、(公財)兵庫県まちづくり技術センターが実施する景観形成支援事業による景観アドバイザーの派遣を依頼します。
記

	景観形成地区等

の名称
	県景観条例/市景観条例/緑条例/その他条例･制度(　　　　　　　　)

（予定地区の場合は予定名称･仮称で可）

	派遣依頼の目的
	□①建築物の修景に関する相談のため
□②勉強会、研修会の講師の派遣のため
□③景観形成推進活動の指導･助言のため

	派遣依頼の対象
	①建物名称(例:自宅の場合は自宅あるいは○○邸、店舗等の場合は屋号･商号等)

②勉強会･研修会の名称

③活動団体の名称

建築物等所在地（建築物の場合のみ）：

	派遣依頼者の上記対象に関する権限

	①管理者：所有者・借家・賃貸等・管理委託　　
②主催者：役職名：　　　　　　　　　

③団体の代表者：役職名　　　　　
※派遣依頼の対象が①で、上記権限が所有者以外の場合
（所有者：　　　　　　　　　）

	派遣依頼の内容
	①新築･増改築･修繕･その他（　　　　　　　）

②レクチャーのテーマ

③活動の目的･目標等

	その他特記事項

（必要に応じて記入）
	（派遣時期･派遣専門家に関する希望･具体的に得たい指導等）


※派遣申請書（センター宛）への添付は不要
様式例-7
[image: image4.png]


令和   年   月   日
 (公財)兵庫県まちづくり技術センター景観形成支援事業
 　　　　　　　　　　　申請相談シート
	申請者
	氏名
	電話番号

	
	住所
	メールアドレス

	本件に関する代理人
　□なし
	名称・氏名

	電話番号

	
	住所

	メールアドレス


	１.申請したい支援

	□修景助成＞５.を記入してください

□アドバイザー派遣（修景相談）
〔希望するアドバイザー（希望があれば）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

	２.対象となる
建物等
	・種別：□自宅　　□店舗（□専用・□兼用）　　
　　　　　□事務所　　□その他（　　　　　　　　　）
・所在地（番地まで記載）：
・建物の所有者：□本人　　□その他（　　　　　　　　）

	３.景観形成地区等
	※わからなければ記入不要（←市町で補足お願いします。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゾーン･通り
〔景観形成重要建造物の場合：名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

	４.対象となる行為
	□修理･修繕　　□新築（改築含む）
□工事の期間（予定）　　令和　　年　　月　　日ごろ～　令和　　年　　月　　日ごろ

	５.修景相談
	景観アドバイザーの派遣
□①希望する※
□②以下のAまたはBに該当する
　　　　　　（設計者 名称･氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□③C～Dに該当する

※通り沿い等景観形成の核になるゾーンで修景助成を受ける場合は景観アドバイザーの派遣は以下の場合を除き必須となります。
　A. （まちづくり技術センター登録の）景観まちづくりアドバイザーによる
　　設計・監理工事

　B.ﾍﾘﾃｰｼﾞﾏﾈｰｼﾞｬｰ等伝統的な建物に詳しい専門家による設計・
　　監理工事

　C.屋根の補修・葺替、外壁の塗替による修景工事

　D.被災により緊急を要する補修に伴う修景工事

	６.修景計画の
状況
	（今はどの段階ですか）
①新築または外観を変更することを検討中
②設計が完了し工事見積書ができ契約予定または契約済み
③損傷等のため修理･修繕が必要（至急・できるだけはやく・特に急がない）
④その他（または具体的に）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	７.現段階で提出
可能な資料
	※本シートとともに提出いただけると以降のご案内がしやすいです。
□設計図（□立面図・□平面図・□配置図・□外観パース）
□工事見積書
□現況写真（外観）


様式例-8-1　　　（注）撮影位置①の番号は配置図に記載の撮影位置を示す。
	
	撮影位置①　撮影対象：

	Ａ
申請建物等の

周辺を
含む立地状況がわかる写真
	修景前

	
	

	
	修景後

	
	


	
	修景前

	Ｂ
申請建物の全景がわかる写真
	撮影位置②　撮影対象：

	
	

	
	修景後

	
	


様式例-8-2　　　（注）撮影位置②の番号は配置図記載の撮影位置を示す
様式例-8-3　　　（注）③、④・・・の番号は配置図記載の撮影位置を示す
	
	修景前
	修景後

	Ｃ
助成対象箇所の状況がわかる写真
	撮影位置③　撮影対象：

	
	
	

	
	撮影位置④　撮影対象：

	
	
	

	
	撮影位置⑤　撮影対象：

	
	
	

	
	撮影位置⑥　撮影対象：

	
	
	


様式例-9　　　　　　　　　　　　　　　　　　軽微な変更協議書

	協議者（申請者との関係）
	（　　　　）
	協議・報告日
	令和　　年　　月　　日

	建築物等の名称
	
	交付決定番号
	令和　　－　　第　　号

	

	助成対象経費
	（当初申請）
　　　　　　　　　　円
	（変更後：見込み／確定）
　　　　　　　　　　円
	（増減額）
　　　　　　　　　円

	助成申請額
	（①当初申請）
　　　　　　　　　　円
	（②変更後：見込み／確定）
　　　　　　　　　　円
	（③増減額）
　　　　　　　　　円

	景観条例の
変更届
	（協議先）

	（変更届出又は変更協議日）
令和　　年　　月　　日
	（変更届けの要否）
要　　・　　不要

	変更の内容
	（箇条書きで記入）


	添付書類
	□変更後の様式第１号　　　□変更後の様式例－３　　　□変更後の工事見積書
□変更前後の図面（変更内容がわかるように変更箇所を朱書きとすること）

	※　以下、市町記入欄

	市町意見（該当する箇所に　　を入れてください）

	（外観への影響が軽微である）
□通り等から見える部分において意匠・色彩・素材に変更がない

□外壁の異なる仕上材の面積比率の変更が20%以内の範囲である

□開口部の位置変更が同一壁面内で１ｍ以内の範囲である

□個々の開口部の面積変更が20%以内の範囲である
	（助成申請額に大きな影響がない）
□助成申請額の増額がない
□助成申請額の減額が10万円以下
□減額割合が20%以下（　　　％）

	
	（その他）
□センター協議が必要と思われる

	当該軽微な変更協議書について、上記のとおり確認しましたので進達します。
令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　市・町
※　以下、センター記入欄

	通知欄

	　　　　　　　　　　　様
□軽微な変更と認められるので、変更交付申請は不要です。
※完了報告書（様式第５号）の交付決定額欄に「（○月○日、○○○円で軽微な変更協議済み）」と付記するとともに、この協議書の写し（通知欄に記入のあるもの）を添付してください。
□軽微な変更と認められないので、変更交付申請を提出してください。
令和　　年　　月　　日
（公財）兵庫県まちづくり技術センター


様式例-10
委　任　状
私は、以下の者を代理人と定め、公益財団法人兵庫県まちづくり技術センターに対して行う下記の工事に関する景観形成支援事業修景助成事業の助成交付金申請に必要な手続きについて、その権限を委任します。
（代理人）
住　所　　　　　　：
法人名及び代表者名：

電　話　　　　　　：
電子メール　　　　：
記
建築物等の名称　：
建築物等の所在地：

工事の内容　　　：
令和　年　月　日
（委任者）
住　所　　：
氏　名　　：　　　　　　　　　　　　印
電　話　　：
電子メール：
地区の景観形成基準(県･市パンフレット等)を確認し、


記載してください。





�


景観形成支援事業





このシートは、申請書ではありません。


景観形成支援事業の修景助成や専門家派遣等の申請手続きの適切なご案内のために参考にさせていただくものです。正式な書類ではないのでわからないところは空欄でもかまいません。（□に✔、または記述）





店名･会社名等
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景観アドバイザー
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